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研究成果の概要（和文）：慢性期脳血管障害患者の寝たきり防止として、背面開放座位ケアプロ

グラムを開発した。背面開放座位とは、足を床に付け背中を開放し首を自力保持する姿勢で、

プログラムには、この座位を取るために必要な関節可動域運動や筋力訓練等を含めた。本プロ

グラムを臨床活用できるよう、ホームページや簡単にケア出来るための保持具や冊子作成を行

い、患者への効果検証も行った。離床時間の延長、家族の介護意欲の向上等の効果が得られた。 
 
研究成果の概要（英文）：A care program using a sitting position without back support was 
developed as a way to prevent chronic stroke patients from becoming bedridden. A sitting 
position without back support refers to an open-back position where the patient’s feet are 
placed on the floor and the patient exercises autonomous neck control. This program 
included exercises necessary for assuming a sitting position, such as muscle training and 
activities for range of joint motion. In addition, a homepage, a pamphlet, and a support tool 
to facilitate care were created for the purpose of clinical application of this program. A 
verification of patient outcomes was also conducted. This program yielded results that 
included lengthening the amount of time the patients got out of bed and an increase in the 
family’s desire for nursing care. 
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１．研究開始当初の背景 
遷延性意識障害患者に対する背面開放座

位の研究を続けてきた研究者は、それが同患

者の廃用症候群防止に繋がるというエビデ

ンスを確立しつつある。しかしそれを導入で

きる患者の状態の判断基準、詳細な手順、座

位前・中・後の観察点などが不明確で臨床で

の普及は一部に留まっている。 
 

２．研究の目的 
 本研究は、臨床での普及、実用化に向けて、

背面開放座位の基準の明示、手順の統一、観

察点の提示などを含めた背面開放座位ケアプ

ログラムの開発を目的としている。 

 背面開放座位を既に導入している臨床現

場において、困難や問題点の現状調査を行い、

その結果と、先行研究や文献検討の内容を統

合し、ケアプログラムを作成する。専門職者

からの助言でプログラムを修正、さらに準実

験研究を行うことで評価し、プログラム開発

とする。 
 
３．研究の方法 
以下の(1)～(3)を行った。 

(1)背面開放座位の技術に関する現状調査

(2)プログラムの作成と修正 

(3)プログラム導入前後の評価 

 
４．研究成果 

作成した背面開放座位ケアプログラム（技術

や判断基準などを記した冊子と書籍となっ

た説明本、および背面開放座位保持具(Sittan
Ⓡ)を使って、2 医療施設の脳神経外科病棟２
病棟で効果検証を行った。結果、対象患者計

10名において表情変化、頸部自力保持等の効
果があり、更に離床時間の延長、家族との面

会時間延長の効果が得られた。また患者の家

族は、本プログラムを受け入れ、本プログラ

ムを通じて、患者の身体的状況を理解し、家

族自身が出来ることは何か模索する態度に

繋がった。最終的には、起きることの重要性

を家族が認識し、本プログラム提供メンバー

として参与することで介護意欲を高める結

果となった。 
 本プログラムの効果としては、計 10 例の
患者データの結果となったことから、効果と

して価値づけるにはデータ数の少なさがあ

ると考えられる。加えて、家族にも良い影響

があったことが不随の効果として認められ

たことから、今後は、家族への効果も測定し、

データ数を増やす必要がある。 
上記の結果の一方で、本プログラムを導入

した医療施設の中で、幾つかの施設が導入を

中断しており、効果が検証されているにも関

わらず、同プログラムの普及には未だ課題が

多いことが分かった。今後は、本プログラム

の効果検証のデータを増やすと共に、医療施

設への普及対策を考える研究に取り組むこ

とが課題と考える。  
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